２０１２年１月７日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第４章１１〜２０節

・勉強：第１８章６５〜６６節、第１４章２０〜２１節、第２章５４節

　前回までの講話でトリグナを超越する方法として、ギャーナの道、カルマの道、バクティの道についてお話をしましたが今回もその続きです。第１８章６５節を見てください。

常に私を想い、私を信じ、私に供養し、私を礼拝しなさい。そうすれば、君は必ず私の住処に来られる。君は私の親愛の友だから、そのことを君に約束する。

　この節について細かく区切って説明していきます。マン・マナー（Man-mana）は「あなたの心すべてを私に向けてください。」という意味です。普通、心のすべてを神様に向けることは中々できることではありません。例えば心の５０％は家族、４０％は仕事、５％に友達、４％は他の楽しみ、１％だけ神様。もちろんケースバイケースでその割合は色々あります。ここで書かれていることは、心の１００％を私に向ける、ということです。聖書の中に次のようなイエスの有名な言葉があります。

You can't serve two masters.（だれもふたりの主人に仕えることはできません。）

　バガヴァッドギーターの中に書かれていることと同じ意味です。心の半分は世俗的なもの、半分は神様に向けるのではなく、心のすべてを神様に向けないといけません、ということです。

　次のバヴァ　マド・バクトー（bhava mad-bhakto）は「私を愛し、愛を込めてあなたの心を私に向けてください。」という意味です。我々は大嫌いな人がいるとその人のことをずっと考えている場合があります。そうすると自分の心をその人にずっと向けていることになります。しかし我々の心を神様に向けているのと、好きではない人に向けているのは意味が全然違います。心を向けるのにも色々な可能性があります。とても憎しみがあるときでも好きではない人に心を向けます。

　マハーバーラタに次のような話があります。カンサというとても悪い王様が、クリシュナに対してとても憎しみを持っていました。なぜなら予言ではクリシュナはカンサを殺すことになっていたからです。カンサはそのことを聞いてから、ずっとどのようにクリシュナを殺そうかと色々な方法を考えていましたが、結局殺すことはできませんでした。クリシュナのことをいつも考えていましたが、その時の感情は良くありません。悪い感情でクリシュナのことを考えていました。しかしバヴァ　マド・バクトーはそれとは反対に、とても良い感情で考えることです。「愛の感情をもってあなたの心を私に向けてください」、ここが大きな違いです。

　次のマド・ヤージー（mad-yaji）は「私を礼拝してください。」という意味です。通常行われる儀式的な礼拝もありますが、儀式的な礼拝が様々な理由によりできない場合があります。例えばお金があまりなくて儀式で必要なものを揃えることができない場合や、とても忙しくてできない場合などが考えられます。その場合でも敬礼することが大切です。マーン　ナマス・クル（mam namas-kuru）のナマス・クルは「敬礼する」という意味です。敬礼することはそれほど簡単なことではありません。心からの深い感情で敬礼します。浅い場合と深い場合があります。「本当にあなたを瞑想したいのですが時間がなくできませんから、あなたにプラナム（pranam:全身でひれ伏す）します」。このように本当に心の深いところから神様に敬礼するのもひとつの方法です。
　ヒンズー教の有名な聖典であるバーガヴァタムの中に、神様に対する愛（ バクティ ）の９つの印（方法）があります。

１．スラヴァナン（sravana）—　神様のことを聞く
２．キールタナ（kirtana）—　神様の歌を歌う　　　　　　　　　　　　
３．スマラナ（smarana）—　神様のことを想う

４．パーダシェーバヴァナ（padaservana）ー　神様のお世話をする

５．アールチャナン（archana）—　礼拝する

６．ヴァンダナン（vandana）—　敬礼する

７．ダスヤン（dasyam）—　仕事の結果を捧げる

８．サッキヤン（sakhyam）—　友情

９．アートマニヴェーダナン（atmanivedanam）—　心、感覚すべてで礼拝する

　最初のスラヴァナンは神様について聞くことです。例えばここで行っている講話のような聖典の説明や聖典を読んだり聞くことを指します。スラヴァナンは耳の感覚を使って行います。

　キールタナは神の歌を自分で歌ったり、グループで歌ったりすることです。気持ちこめて歌うことが大切です。私は信者にいつも「大きな声で歌ってください」と言います。小さい声で歌わないで、気持ちこめて大きく歌えばインパクトが大きくなります。キールタナはとても大事な方法のひとつです。なぜなら聖典の勉強で話や説明ばかりを聞いていると、無味乾燥なものになってしまいます。神様への感情は大切なものですが、この感情はキールタナで出すことができます。感情をこめて歌わないと学校で歌う歌のようになってしまいます。子供たちは歌いたくないのに先生に歌いなさいと言われて歌います。私は信者がとても小さな声で歌うのを見て、時々学校の歌を思い出してしまいます。神様に対する愛情を増やすためにキールタナはとても大切です。

　スマラナはいつも神様のことを考えることです。霊的な実践の時だけ、歌を歌う時だけ、ジャパムの時だけでなく、いつも神様のことを考えます。例えば食事の時、外出する時、家に帰ってきた時、仕事の前後、仕事中、お風呂、掃除の時、料理の時、いつでも神様のことを思います。それがスマラナです。

　パーダシェーヴァナという言葉の直接的な意味は、神様の足をマッサージすることです。しかし実際に神様の足をマッサージことは難しいですね。もし神様が人間の形で現れていればできるかもしれませんが、写真だけではできません。実践的な意味としては神様のお世話をすることです。例えば神様への礼拝のためにお花が必要ですから、自分の庭に花を育て、それをお供えします。そのような種類のお世話があります。

　アールチャナンは礼拝です。お花、マントラ、儀式的、お線香、火などで神様に礼拝することです。

　ヴァンダナンは神様を敬礼することです。

　ダスヤンのダスの意味は召使いです。それを皆さんはどのように実践しますか。例えば自分の仕事の結果を神様に捧げます。

　サッキヤンの意味は友情です。友達同士の友情が深くなれば、自分が心の中で思ったことをなんでも率直に友人に言うことができます。自分の中にある深い考えをシュアできます。このような考え方で自分の問題などすべてを神様に話します。

　アートマニヴェーダナンは自分のすべてを神様に捧げます。スラヴァナンは耳、キールタナは口、スマラナは頭、パーダシェーヴァナは体、アールチャナンとヴァンダナはすべて、ダスヤン、サッキヤンは心を使いました。アートマニヴェーダナンは感覚、心、知性のすべてで神様を礼拝します。

　このような神様を愛する方法を実践した結果が、マーム　エーヴァイッシヤシ（Mam evaisyasi）サッテャン　テー　プラティジャーネー　プリヨーシ　メー（satyam te paratijane priyosi me）です。「私を悟ります。私はあなたをとても愛してますから、私はそのことを約束します。」という意味です。ここでの「私」はクリシュナを指します。クリシュナは個人的なクリシュナではなくブラフマンですから「ブラフマンを悟る」という意味になります。

　次の第１８章６６章を見てください。

あらゆる宗教の形式を斥け、ただひたすら私に頼り、服従しなさい。そうすれば、私がすべての悪業報から君を救ってあげよう。だから、なんら心配することはない。

　この節はとても有名です。サルヴァ・ダルマーン（Sarva-dharman）は「あらゆる宗教」という意味ですが、ヒンズー教には３種類の宗教的な実践があります。

１．ヴァルナ（varna）

２．アーシュラマ（ashrama）　

３．サマンニャ（samnya）　

　ヴァルナはインドにあるカーストのことです。ブラーフマナ、クシャトリヤ、ヴァイシャ、シュードラがあります。ブラーフマナは礼拝者、お坊さん、クシャトリヤは戦士、王族、ヴァイシャはビジネスマンや農夫、シュードラも労働者です。昔の日本にもお坊さん、侍等があったのと同じです。すべての人にはそれぞれの義務があります。ブラーフマナの義務は礼拝をすることや聖典の勉強などの宗教的な義務があります。クシャトリヤは国を守るための政府の仕事があります。ヴァイシャは自分の仕事をしてお金を稼ぎますが、悪い方法でお金を稼がないことが義務です。シュードラも働くことが義務です。

　次のアーシュラマの義務には４つの段階があります。

　１．ブラフマチャリヤ（brahmacrya）—　学生期

　２．ガールハスティア（garhasthya）—　家住期

　３．ヴァーナプラスタ（vanaprastha）—　林棲期

　４．サンニャーサ（samnyasa）—　遊行期

　ブラフマチャリヤは勉強をする時期です。学校で勉強することが義務です。遊んでばかりいないで勉強します。子供たちの苦行は勉強です。そして先生をとても尊敬することも大切です。次の段階がガールハスティアです。結婚して、両親、奥さんの面倒をみること、子供を育てることが義務です。それだけでなくお金を稼げない人を助けます。例えは障害がある人、とても貧しい人、お坊さん、女性、子供の先生を助けます。自分のため、家族のためにだけお金を稼ぐのではなく、あらゆる人を助けるのが宗教的な義務です。次の段階がヴァーナプラスタです。家族から離れて森に入り、霊的な実践を行います。できるだけ神様のことを考えて、霊的な実践をすることが義務です。そして最後の段階はサンニャーサです。この段階では完全に家族から離れて関係を絶ち、すべてを放棄して神様のことだけを考えます。以上がアシュラマの宗教的な義務です。

　もう一つがサマンニャです。サマンニャはヴァルナ、アシュラマのすべてを実践する普遍的な義務のことです。例えば道徳的であること、嘘を言わない、困った人を助ける、先輩を尊敬することなどがあります。ヴァルナ、アシュラマの義務はそれぞれ分かれており限定されていますが、サマンニャはすべての人に普遍的な義務です。

　このような宗教的な実践をやめて私のことだけを考えてください、というのがシュリ・クリシュナからの助言です。この助言に従うなら私はあなたを守ります。アルジュナの心配していることは、これから始まる戦いで相手をたくさん殺さなくてはならないこと、殺すと罪を得ることです。それに対してシュリ・クリシュナは言いました。「心配しないでください。自分のために利己的に戦えば罪を得ます。しかし私のためにクシャトリヤ（戦士）としての義務を執着なく行い、仕事の結果を神へ捧げ、無執着で行えば罪を犯したことにはなりません。そしてわたしはあなたを守ります。」これがクリシュナの言葉です。

　ここまでの説明の中で、カルマヨーガ、ギャーナヨーガ、バクティヨーガの３つの方法が登場しました。カルマヨーガの大事なポイントは、あなたの義務の結果を神様に捧げることによりあなたは解脱します、３つのグナを超越します、ということです。ギャーナヨーガの大事なポイントは、あなたはすべての仕事を放棄してブラフマンだけを考えることにより解脱する、ということです。バクティヨーガの大事なポイントは神様です。「神様だけが私の避難所である」ということです。ギャーナヨーガとは違いますね、ギャーナヨーガはブラフマンが中心です。カルマヨーガは仕事（義務）が中心です。バクティヨーガは神様だけが避難所であると考えてすべてを神様に捧げ、その恩寵でトリグナを超越します。

　次はトリグナを超越した時、どのような結果が出るのかについてお話します。第１４章２０節を見てください。

肉体をまとった霊魂が、その肉体を発生させる三性質を超越した時、誕生と老と死の苦より解脱し、物質界にいるうちから不死の状態を獲得するのだ。』と。

　「すべての苦しみがなくなる」は否定形の表現です。同じことを肯定形で表現すると「不死になる、至福を得る」となります。苦しみが何であるかについて、次の３つがあります。

１．ジャンマ（janma）—　誕生

２．ムリットュ（mrtyu）—　老

３．ジャラー（jara）—　死

　

　苦しみの源には３つの種類があります。

１．アッデャーミカ（Adhyatmika）—　自分自身が原因の苦しみ

２．アディドゥイヴィカ（Adhidaivika）—　神、自然が原因の苦しみ

３．アディボウディカ（Adhibhautika）—　他の生き物が原因の苦しみ

　

　アッデャーミカは自分から生まれる苦しみです。自分の体や心から苦しみ悲しみが生まれます。アディドゥイヴィカは神、自然（災害）による苦しみです。ヒンズー教では自然の神がいると考えられています。例えば海の神、山の神など、日本の神道にもありますね。自然から発生する問題の結果で苦しみ悲しみが生まれます。アディボウディカは他の生き物（人、動物、虫など）による苦しみです。これらが我々の苦しみ悲しみの３つの源です。我々がシャンティ、シャンティ、シャンティと３回言うのは、この３つの源に関係しています。最初のシャンティは自分が平安になりますように、次のシャンティが自然に対して、最後のシャンティが他の生き物に対しての意味です。

　自分が原因の苦しみについてもう少し詳しくお話します。我々は最初に生まれますが、それ自体が苦しみです。生まれる前の１０ヶ月くらいは母親の胎内にいますが、インドの聖典ではそこはあまり良い場所ではありません。それだけではなく自分で食べることも何も出来ません。そのようなことからヒンズー教ではまた生まれたくない、と考えます。これが解脱の目的のひとつになっています。皆さんは、胎内にいる時は無意識の状態でわからないのではないか、と思うかも知れませんが、胎内にいる時にも意識があることを示すインドの有名な話があります。

　聖者であるアシュータヴァクラは体の８ヵ所が曲がっている状態でした。ヴェーダーンタの有名な聖典のひとつにアシュータヴァクラサンヒターがあります。アシュータヴァクラのお父さんも有名な聖者でした。お父さんは自宅で生徒に教えていました。教えている内容を少し間違えた時、お母さんの胎内にいたアシュータヴァクラは、間違いを指摘しました。「お父さん、あなたの説明は間違っています」。それを聞いてお父さんはとても怒り、アシュータヴァクラに呪いをかけたため、体が８ヵ所曲がった状態で生まれました。アシュータヴァクラは胎内で無意識の状態ではありませんでした。我々は忘れてしまっていますけれども、無意識の状態ではありません。

　そしてだんだん育っていくにつれて病気などの色々な問題が出てきます。親類も亡くなっていきます。その次に老いがやってきます。私は最近あるプログラムの関係で協会近くの老人ホームに行きました。そこには７０歳から９０歳までの方が５０人くらい住んでました。私はそこで自分で動くことができない方たちを見て、老いの苦しみを感じました。　


　次に死があります。死の恐怖があります。肉体的にもとても苦しむ場合もあります。

　もし３つのグナを超越すれば、これらの苦しみ悲しみはなくなります。それだけではなく不死になります。不死になるとはどのような状態でしょうか。肉体はもちろん死にます。不死のひとつの意味は肉体の形で生まれ変わらないことです。不死にも色々な意味がありますが、ひとつは神様と一緒に暮らすことです。ラーマクリシュナの天国、イエスの天国、お釈迦様の天国に住みます。これが不死の意味のひとつです。神様と一緒に住んでいるときはまだ精妙な体が残っていますが、不死のもっと高いレベルではそれもなくなりブラフマンと内なる自己がひとつなります。

　解脱には、生きている間の解脱と亡くなった後の解脱があります。先程は亡くなった後の解脱についての説明をしましたが、生きている間の解脱もあります。その時も苦しみ悲しみはなくなります。病気や老いによる苦しみ悲しみ自体は存在しますが影響を受けることはありません。なぜなら３つのグナを超越するとは「わたしは内なる自己です。わたしは純粋な意識です。病気と老いは体に関することです。体に関することはグナが関係してますがわたしはグナではない。わたしは純粋な意識ですから、自分を体と同一視しません。」ということを悟ることです。このように悟ることができれば苦しみ悲しみから影響を受けることはありません。この状態が生きている間の解脱です。この識別は意識してするものではなく、無意識で自然に識別するものです。それが大きな違いです。

　ラーマクリシュナのことを考えてみてください。ラーマクリシュナは癌が原因でとても酷い痛みを感じるときがありました。時々出血することもありました。食事もできない。飲むこともできない。睡眠もできない。このような状態に普通の人がなった場合、心のすべてを体に集中してしまいます。しかしラーマクリシュナは痛みを感じているときでも、神様のことを考えれば次の瞬間にサマーディに入ります。ラーマクリシュナの福音に中にこのような場面がたくさん出てきます。サマーディに入ると体から離れて神様と同一になりますから、体にはフォーカスしません。このようなラーマクリシュナの状態は、生きている間の解脱が想像上のものでないことを示す実例です。生きている間の解脱はジーヴァムクタ（Jivamukta）といいます。ムクタの意味は「解脱」で、ジーヴァの意味は「生きている間」です。そのとき苦しみや悲しみがあってもその影響を受けません。自分の中に喜び至福があります。

　アルジュナは２つの質問をします。ひとつは「３つのグナを超越した人の印（基準）は何でしょうか」、もうひとつは「どのようにして３つのグナを超越するのでしょうか」。最初の質問をしたのには二つの理由があります。ひとつは自分が３つのグナを超越したかどうかを判断するためです。もうひとつの理由は他者を判断する場合に必要だからです。人は無知や幻惑が原因で自分が霊的レベルが高いと誤って思い込む場合があります。私も何度かそのような人に会ったことがあります。そしてお金を稼ぐこと、名声欲などが目的で人は「私は悟った、サマーディを経験した、聖者である」と主張する場合もあります。私はヒンズー教の雑誌で「私のグルはニルヴィカルパ・サマーディに入りました」とまるで広告のように書かれているのを読んだことがあります。真の聖者はこのようなことはしませんでした。しかし現在はたくさんこのような広告があります。それに騙されて信者になって後で困る人もいます。ですから他の人を理解するための基準も必要です。バガヴァッドギーターの中にはこの基準が書かれてます。第１４章２１節を見てください。

そこでアルジュナが問います。『主よ！　三性質を超越した人の特徴を何とぞお教えください。その人はどんな生活をし行動をするのか、またどのようにして三性質を超越（乗り越え）るのか？』と。

　アルジュナは三性質を超越したときの印と三性質を超越した人の振る舞いを質問しています。その振る舞いを観察して他の人も分かります。例えば怒りをコントロールできているか、肉欲や名声欲をコントロールできているか、利己的でないかなど振る舞いでわかります。アルジュナは第２章５４節でも同じ内容の質問をしています。

アルジュナが問います。『おお、ケーシャヴァ（クリシュナ）様！　真の知識を獲得し三昧の境地に入った人は、どんな特徴をもち、いったいどのような言葉を語り、どのように座り、どのように歩くのでしょうか？』と。

　第１４章２１節と同じ内容です。この節の前後ではアートマンについて書かれています。アートマンを悟ることによりサマーディの状態に入ります。サマーディの状態は静かで安定した知性（真の知識）があります。この安定した知性を持った人と３つのグナを超越した人の意味は同じです。３つのグナを超越すれば知性は安定します。安定した知性は識別の結果として得られます。「すべての物、生き物は一時的である。すべてのものは有限であり非実在である。アートマンだけが永遠で実在である」。このことを識別することにより知性が安定します。すべての物、生き物は一時的、有限、非実在であることの理由はこれらはグナの結果であるからです。第２章５４節では、実在と非実在について強調していて、第１４章２１節では、グナの結果は非実在である、ということを強調しています。グナの結果で作られた自分は非実在です。このように３つのグナを超越した状態と知性が安定した状態は同じです。３つのグナを超越した印については次回お話します。
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